
 

 

青少年教育指導者等の養成及び資質向上事業 

 

令和２年度「自然体験活動利用団体研修会」 

 

１．趣旨   

国立花山青少年自然の家を利用する団体の指導者が、施設の利用方法や、研修の目標やねらい

を達成できるプログラム作成方法を理解するとともに、実際の活動プログラムを体験する。 

 

２．事業の概要 

（１）期 日 ①令和２年７月２１日（火）〔日帰り〕 

       ②令和２年８月２４日（月）〔日帰り〕 

 

（２）参加者 令和２年度に利用する各学校の指導者 

          20代 30代 40代 50代 60代 

第 1回 

７月２１日 

男性 ４名 ６名 ４名 ３名 ０名 

女性 ４名 ０名 ５名 ３名 ０名 

第 2回 

８月２４日 

男性 ２名 ２名 ２名 １名 ０名 

女性 ０名 ２名 ３名 ２名 ０名 

合計  １０名 １０名 １４名 ９名 ０名 

  

 

３．企画・運営のポイント 

①今年度自然の家を利用する各団体の指導者対象の事業。集団宿泊活動を効果的に実施するため

の基本的な知識や技術を身につけるとともに、研修のねらいに即したプログラムの相談を行っ

たり、実際に体験したりすることにより、施設利用についての理解を深められるようにする。 

②施設利用説明を全員対象とし、午前の部後半を３つ、午後の部を４つに分けて、選択プログラ

ムのいずれかを体験できるようにする。 

③施設利用説明、施設見学では、例年の説明に加え、感染症対策についてくわしく説明を行う。 
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６．成果と課題 

（１）参加者アンケート結果   （４：満足 ３：やや満足 ２：やや不満 １：不満） 

 ４ ３ ２ １ 

① 事業全体 95.0（％） 5.0（％） 0.0（％） 0.0（％） 

② プログラム内容 92.5（％） 7.5（％） 0.0（％） 0.0（％） 

③ 事業運営 95.0（％） 5.0（％） 0.0（％） 0.0（％） 

④ 職員の指導・助言 100.0（％） 0.0（％） 0.0（％） 0.0（％） 

 

（２）参加者の声 

  ・花山の自然にふれながらの活動の楽しさ、すばらしさを子どもたちにも体験させたいと感じ

ました。 

  ・研修会に参加していろいろな不安が軽減されました。事前指導に生かしたいと思います。 

  ・感染症対策について説明が聞けてよかったです。事前指導、保護者説明会等に生かしていき

ます。 

 

 （３）成果 

   ①本来、４月と７月に実施予定であったが、感染症の関係で宿泊学習を延期する学校が多かっ

たことから７月と８月に変更して実施したことで、より多くの先生方に参加してもらうこと

ができた。 

   ②今年度、先生方が一番気になっている感染症対策について詳しく説明することで、安心感を

与えることができた。 

   ③７月と８月の各プログラム担当職員を入れ替えることで、いろいろなプログラムについて考

えたり体験出来たりと、良い職員研修の機会ともなった。 

 

 （４）課題 

・プログラムによっては希望者が０名だったり、１名のみだったりしたものもあった。今年度

の利用実績をもとに、次年度の研修会のプログラムの選定を行っていきたい。 

 

担当：企画指導専門職 黒田 守道 

野外炊事（カレー） 野外炊事（ピザ） 焼き板作り 

御駒山ハイキング ウォークラリー グリーンウォッチング 


